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９
月
17
日
か
ら
10
月
３
日
ま
で
の
会

期
17
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
後
、
麻
生
議
長
に
よ
る
諸
般
の

報
告
に
続
き
、
平
成
29
年
の
九
州
北
部

豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
、
日
田
市

の
小
野
川
な
ど
の
復
旧
経
費
増
額
等
を

盛
り
込
ん
だ
令
和
元
年
度
大
分
県
一
般

会
計
補
正
予
算
案
な
ど
の
議
案
等
が
提

出
さ
れ
、
広
瀬
知
事
が
提
案
理
由
を
説

明
し
ま
し
た
。

　

９
月
24
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
行

わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
12
人
の
議
員
が

登
壇
し
、
今
後
の
観
光
振
興
や
子
ど
も

の
貧
困
対
策
、
大
分
県
農
業
の
将
来
な

ど
に
つ
い
て
執
行
部
と
活
発
な
議
論
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
を
27
日
及
び

30
日
に
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等

に
つ
い
て
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
知
事
提
出
議
案
11

件
、
議
員
提
出
議
案
６
件
に
つ
い
て
可

決
・
同
意
し
、
請
願
１
件
を
不
採
択
、

１
件
を
継
続
審
査
と
し
、
閉
会
し
ま
し

た
。

　

会
期
中
に
は
、
延
べ
２
０
２
人
の

方
々
が
本
会
議
や
委
員
会
を
傍
聴
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
元
年 

第
３
回
定
例
会

題字は、大分高等学校３年 吉良貴弘さんの作品です。
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る
。
大
分
県
母
子
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

等
に
よ
る
生
活
全
般
に
関
す
る
相
談
に

加
え
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
実
施
し
て
い
る
。

　

第
二
は
「
子
育
て
・
生
活
支
援
」
で

あ
る
。
低
所
得
世
帯
を
対
象
に
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
の
減
免
や
、
子

ど
も
食
堂
の
立
ち
上
げ
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　

第
三
は
「
就
業
支
援
」
で
あ
る
。
大

分
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
就
業
相
談
や
職
業
紹

介
に
加
え
、
就
職
に
有
利
な
看
護
師
資

格
等
を
取
得
す
る
た
め
、
修
学
す
る
間

の
子
ど
も
の
保
育
所
利
用
を
可
能
と
す

る
と
と
も
に
、
生
活
費
相
当
額
も
給
付

し
て
い
る
。

　

第
四
は
「
養
育
費
確
保
及
び
面
会
交

流
支
援
」
で
あ
る
。
養
育
費
の
確
保
を

図
る
た
め
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
別
居

中
の
親
と
子
ど
も
の
面
会
の
機
会
を
設

け
る
取
組
を
始
め
た
。

　

第
五
は
「
経
済
的
支
援
」
で
あ
る
。

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
や
医
療
費
の
助

成
、
子
ど
も
の
就
学
や
親
の
資
格
取
得

の
た
め
の
無
利
子
ま
た
は
低
利
な
資
金

の
貸
付
け
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
10
月
か
ら
幼
児
教
育
の
無
償

化
に
加
え
、
県
独
自
に
３
歳
未
満
児
の

第
２
子
の
保
育
料
を
全
額
免
除
と
し
て

お
り
、
少
な
か
ら
ず
経
済
的
支
援
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。　

れ
、
遠
隔
講
座
の
実
施
で
合
意
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
選
ば
れ
た
30
名
が
大
学

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
っ
た
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
で
、
10
回
に
わ
た
っ
て
受
講

す
る
。広
く
世
界
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、

一
流
の
講
師
陣
に
よ
る
先
端
的
な
教
育

手
法
を
用
い
た
講
義
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
受
講
生
同
士
や
受
講
生
と
講
師

が
意
見
を
交
わ
す
双
方
向
の
授
業
が
展

開
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
次
な
る
取
組
に
よ
り
、
価

値
観
の
違
い
を
認
め
た
上
で
世
界
の

人
々
と
存
分
に
意
見
を
交
わ
し
、
協
働

し
て
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
る
人
材
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

❖
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

❖
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク 

ほ
か

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
に
つ

い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策

を
進
め
て
い
く
の
か
、
知
事
の
考
え
を

伺
う
。

県
で
は
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
自

立
促
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
次

の
５
つ
を
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

第
一
は
「
相
談
体
制
の
充
実
」
で
あ

県
民
ク
ラ
ブ

玉た
ま　

田だ　

輝て
る　

義よ
し  

議
員

問答

制
度
資
金
の
活
用
や
経
営
革
新
制
度
の

利
用
を
促
進
す
る
な
ど
実
情
に
即
し
た

伴
走
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
内

の
産
業
連
携
と
域
外
と
の
協
力
体
制
を

構
築
し
、
事
業
者
の
経
営
力
を
強
化
す

る
。

❖
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

❖
伝
統
工
芸
和
傘
の
承
継 

ほ
か

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
と
し

て
大
き
く
羽
ば
た
く
た
め
の
取
組
に
つ

い
て
、
知
事
の
考
え
を
伺
う
。

本
県
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活

躍
す
る
た
め
に
必
要
な
５
つ
の

力
、
す
な
わ
ち
、
①
挑
戦
意
欲
と
責
任

感
・
使
命
感
、
②
日
本
や
大
分
県
へ
の

深
い
理
解
、
③
多
様
性
を
受
け
入
れ
協

働
す
る
力
、
④
知
識
・
教
養
に
基
づ
き

論
理
的
に
考
え
伝
え
る
力
、
⑤
英
語
力

を
つ
け
る
た
め
に
、
高
校
の
枠
を
超
え

て
志
の
あ
る
生
徒
同
士
が
学
び
あ
え
る

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
塾
を
開
塾

し
、
今
年
で
４
年
目
と
な
る
。

　

塾
生
の
意
欲
的
な
姿
勢
に
対
し
、
も

う
少
し
力
を
貸
せ
な
い
か
と
考
え
て
お

り
、
８
月
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
訪
問
の

機
会
に
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
訪

自
由
民
主
党

今い
ま　

吉よ
し　

次じ　

郎ろ
う  

議
員

問答

９
月
24
日
（
火
）

❖
韓
国
人
観
光
客
の
減
少
へ
の
対
応

❖
地
域
公
共
交
通
へ
の
支
援 

ほ
か

韓
国
人
観
光
客
の
減
少
へ
の
対
応

日
韓
の
対
立
が
深
刻
化
す
る

中
、
韓
国
人
観
光
客
減
少
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

韓
国
人
観
光
客
へ
の
依
存
度
が

高
い
施
設
で
は
厳
し
い
状
況
が

あ
る
一
方
、
世
界
情
勢
を
捉
え
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
変
動
リ
ス
ク
に
順
応
し
て

い
る
施
設
も
あ
る
。

　

９
月
に
は
「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
大
分
開
催
を
契
機
と
し
た
観
光

産
業
の
強
化
」
を
発
表
し
、
海
外
誘
客

地
域
の
多
角
化
、
経
営
力
の
強
化
等
を

図
り
、
本
県
観
光
業
が
目
指
す
稼
げ
る

産
業
、
変
化
に
強
い
産
業
へ
の
転
換
を

強
力
に
支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

海
外
誘
客
で
は
、
今
後
、
英
国
、
豪

州
を
は
じ
め
、
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
圏
で

も
新
た
な
市
場
開
拓
に
向
け
た
商
談
会

等
を
開
催
す
る
ほ
か
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
積
極

活
用
し
潜
在
的
な
個
人
旅
行
需
要
の
喚

起
を
図
る
。

　

ま
た
、
観
光
産
業
向
け
の
有
利
な
県

一　

 

般　

 

質　

 

問

県
民
ク
ラ
ブ

原は
ら　

田だ　

孝た
か　

司し  

議
員

問答
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成
、
子
ど
も
の
就
学
や
親
の
資
格
取
得

の
た
め
の
無
利
子
ま
た
は
低
利
な
資
金

の
貸
付
け
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

月
か
ら
幼
児
教
育
の
無
償

化
に
加
え
、
県
独
自
に
３
歳
未
満
児
の

第
２
子
の
保
育
料
を
全
額
免
除
と
し
て

お
り
、
少
な
か
ら
ず
経
済
的
支
援
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

自
由
民
主
党

井い
の　

上う
え　

明あ
き　

夫お  

議
員

❖ 

移
住
・
定
住

❖
就
職
氷
河
期
世
代
へ
の
支
援 

ほ
か

移
住
・
定
住

今
後
の
本
県
の
移
住
・
定
住
対

策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
、
知
事
の
考
え
を
伺
う
。

移
住
者
誘
致
に
向
け
た
地
域
間

の
競
争
が
激
化
し
て
い
る
中

で
、
本
県
へ
の
移
住
・
定
住
を
さ
ら
に

拡
大
す
る
た
め
、
若
者
、
特
に
福
岡
の

女
性
、
首
都
圏
の
子
育
て
世
代
へ
の
取

組
を
強
化
し
て
い
る
。

　

福
岡
の
女
性
へ
の
取
組
で
は
、
来
年

度
に
福
岡
市
中
心
部
に
開
設
予
定
の
交

流
拠
点
を
大
い
に
活
用
し
、
本
県
出
身

女
性
の
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
イ
ベ
ン
ト
等
を

拡
充
す
る
ほ
か
、
大
分
の
仕
事
や
生
活

の
魅
力
を
就
職
セ
ミ
ナ
ー
・
合
同
企
業

説
明
会
等
で
情
報
発
信
す
る
。

　

首
都
圏
の
子
育
て
世
代
へ
の
取
組
で

は
、10
月
に
東
京
で
フ
ェ
ア
を
開
催
し
、

「
子
育
て
満
足
度
日
本
一
」
を
目
指
す
、

本
県
の
子
育
て
環
境
や
充
実
し
た
支
援

制
度
等
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

ま
た
、
首
都
圏
で
の
新
た
な
対
策
と

し
て
、
転
職
を
考
え
て
い
る
方
々
を
対

象
に
、
正
規
職
員
を
求
め
る
県
内
企
業

へ
の
訪
問
等
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
力
を
入

れ
る
と
と
も
に
、
大
分
の
仕
事
と
生
活

問答

の
制
限
強
化
や
禁
漁
期
の
延
長
な
ど
、

新
た
な
取
組
の
実
施
状
況
に
応
じ
た
種

苗
放
流
の
支
援
も
検
討
し
た
い
。

　

次
に
、
漁
業
者
の
所
得
向
上
に
向
け

た
生
産
・
流
通
対
策
で
あ
る
。
中
津
干

潟
で
の
養
殖
カ
キ
「
ひ
が
た
美
人
」
は

生
産
を
順
調
に
伸
ば
し
て
お
り
、
引
き

続
き
販
売
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

　

宇
佐
で
は
、
良
質
な
養
殖
ヒ
ジ
キ
が

収
穫
さ
れ
、
今
後
、
本
格
的
な
生
産
を

支
援
す
る
。
加
え
て
、
天
然
ヒ
ジ
キ
で

は
、
専
用
の
増
殖
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い
た

漁
場
拡
大
に
取
り
組
み
た
い
。

　

中
津
市
で
は
、
豊
前
海
お
さ
か
な
料

理
研
究
会
が
特
産
の
ハ
モ
を
使
っ
た
中

津
鱧は

も
ぜ
ん膳

を
開
発
・
販
売
し
て
お
り
、
観

光
振
興
に
も
寄
与
す
る
新
た
な
食
と
し

て
期
待
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
海
域
特
性
を
活
か
し
た

前
向
き
な
取
組
を
後
押
し
す
る
と
と
も

に
、
県
北
の
漁
業
者
等
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
県
北
地

域
の
水
産
振
興
を
図
っ
て
い
く
。　

公
明
党

��よ
し　

村む
ら　

哲あ
き　

彦ひ
こ  

議
員

民
向
け
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
様
々
な

観
点
か
ら
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い

る
。
地
域
の
み
な
さ
ん
が
納
得
す
る
形

で
、こ
の
問
題
が
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
、

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
は
終
わ
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
、議
論
を
尽
く
し
て
、

地
域
に
と
っ
て
望
ま
し
い
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
実
現
し
た
い
。

９
月
25
日
（
水
）

❖
県
北
地
域
の
水
産
振
興

❖
特
色
・
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り 

ほ
か

県
北
地
域
の
水
産
振
興

長
年
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
県
北
地
域
の
水
産
業
に
つ
い

て
、
県
と
し
て
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に

振
興
し
て
い
く
の
か
、
知
事
の
考
え
を

伺
う
。

ま
ず
、
水
産
資
源
の
回
復
に
向

け
た
資
源
管
理
の
徹
底
で
あ
る
。

県
は
こ
れ
ま
で
も
県
北
の
重
要
魚
種
で

あ
る
ク
ル
マ
エ
ビ
や
ガ
ザ
ミ
の
種
苗
放

流
を
支
援
し
て
き
た
。
ま
た
、
水
産
研

究
部
の
北
部
水
産
グ
ル
ー
プ
が
試
験
放

流
し
た
キ
ジ
ハ
タ
が
新
た
な
放
流
魚
種

と
し
て
有
望
で
あ
り
、
今
後
、
種
苗
生

産
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
漁
業
者
自
身
に

よ
る
自
主
規
制
に
加
え
、
漁
獲
サ
イ
ズ

自
由
民
主
党

大お
お　

友と
も　

栄え
い　

二じ  

議
員

問答

❖
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
の
復
旧

❖
今
後
の
観
光
振
興 

ほ
か

Ｊ

Ｒ
日
田
彦
山
線
の
復
旧

今
後
の
復
旧
に
向
け
た
見
通
し

に
つ
い
て
、
知
事
の
考
え
を
伺

う
。

日
田
彦
山
線
復
旧
会
議
で
は
、

鉄
道
に
よ
る
復
旧
を
前
提
に
こ

れ
ま
で
議
論
し
て
き
た
が
、
自
治
体
側

と
Ｊ
Ｒ
九
州
の
見
解
は
一
致
す
る
ま
で

に
至
っ
て
い
な
い
。
両
者
に
お
い
て
さ

ら
に
議
論
を
重
ね
、
今
の
と
こ
ろ
３
つ

の
復
旧
案
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　

一
つ
は
、鉄
道
に
よ
る
復
旧
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
約
56
億
円
の
復
旧

費
と
年
間
約
１
・
６
億
円
の
地
元
負
担

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
つ
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
高
速
輸
送

シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
復
旧
で
あ
る
。
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
利
便
性
を
確

保
で
き
る
も
の
の
、
地
元
か
ら
は
や
は

り
鉄
道
で
の
復
旧
を
求
め
る
声
が
あ

が
っ
て
い
る
。

　

三
つ
は
、バ
ス
に
よ
る
復
旧
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
現
行
の
代
行
バ
ス
を
定
着
さ

せ
る
も
の
で
あ
り
、
災
害
か
ら
の
復
興

に
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
。

　

こ
の
３
つ
の
復
旧
案
に
つ
い
て
、
日

田
市
、
福
岡
県
添そ

え
だ
ま
ち

田
町
、
東と
う
ほ
う
む
ら

峰
村
で
住

問答

ヒジキ養殖（宇佐市）
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く
の
か
、
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

こ
れ
ま
で
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
登
下

校
時
の
見
守
り
、
通
学
路
の
安
全
点
検

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る
取
組
を

行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
な

ど
、
様
々
な
危
険
か
ら
守
っ
て
い
く
に

は
、
地
域
全
体
で
の
さ
ら
な
る
連
携
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
防
犯
の
専
門
家
を

招
き
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
を

対
象
に
、
日
頃
の
活
動
や
連
携
の
必
要

性
に
つ
い
て
学
ぶ
講
演
会
や
、
小
学
生

に
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
を
指
導
す
る
大

学
生
に
対
し
講
習
会
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
緊
急
時
に
子
ど
も
が
駆
け
込

め
る
「
子
ど
も
連
絡
所
」
に
つ
い
て
は
、

そ
の
必
要
性
の
高
い
場
所
を
調
査
し
た

う
え
で
、
新
規
の
登
録
を
商
店
等
に
呼

び
か
け
て
い
る
。

　

一
方
で
、
人
口
減
少
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
高
齢
化
に
よ
り
、
防
犯
活
動
の
担

い
手
が
減
っ
て
い
る
と
い
っ
た
課
題
も

答

あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
本
県
で
は
、
い
わ
ゆ
る

種
子
法
が
廃
止
さ
れ
た
後
も
、
法
の
規

定
を
踏
襲
し
た
要
綱
等
を
整
備
し
、
従

来
と
変
わ
ら
な
い
体
制
で
、
優
良
な
種

子
を
生
産
し
、
農
家
に
供
給
し
て
い
る
。

　

法
の
廃
止
か
ら
１
年
が
経
過
し
た

が
、
農
業
現
場
に
混
乱
等
は
生
じ
て
お

ら
ず
、
本
県
の
実
情
と
し
て
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
要
綱
等
に
よ
っ
て
対
応
で
き

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

他
方
、
種
子
法
を
復
活
す
る
法
案
が

国
会
で
継
続
審
議
中
で
あ
り
、
ま
た
、

都
道
府
県
間
の
連
携
に
よ
る
広
域
的
な

種
子
の
供
給
体
制
に
つ
い
て
、
国
に
お

い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
こ
う
し
た
国
の
動
向
や
本
県

に
お
け
る
種
子
生
産
等
の
状
況
な
ど
を

注
視
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
安
定
的

な
種
子
生
産
の
体
制
維
持
に
努
め
て
い

く
。

９
月
26
日
（
木
）

❖
防
犯
に
向
け
た
地
域
と
の
連
携
体
制

❖ 
犯
罪
被
害
者
の
二
次
的
被
害 

ほ
か

防
犯
に
向
け
た
地
域
と
の
連
携
体
制

子
ど
も
の
登
下
校
時
の
安
全
安

心
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
と
の

連
携
体
制
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い

県
民
ク
ラ
ブ

浦う
ら　

野の　

英ひ
で　

樹き  

議
員

問

域
ご
と
に
検
証
す
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
対
策
を

補
う
た
め
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
発

信
が
可
能
な
水
位
計
や
河
川
監
視
カ
メ

ラ
、
避
難
行
動
を
促
す
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
等
、ソ
フ
ト
対
策
も
一
層
力
を
入
れ
る
。

　

プ
ラ
ン
の
推
進
に
は
、
国
・
市
町
村

と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
策
定

段
階
か
ら
、
県
内
を
網
羅
す
る
７
県
域

に
設
置
し
て
い
る
「
大
規
模
氾
濫
減
災

対
策
協
議
会
」
を
活
用
す
る
。

　

今
後
も
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か

ら
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
総
動
員
し
、
治
水

対
策
を
加
速
・
前
進
す
る
こ
と
で
、「
災

害
に
強
い
強
靱
な
県
土
づ
く
り
」
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
❖
種
子
法
廃
止
後
の
対
応

❖
森
林
環
境
税 

ほ
か

種
子
法
廃
止
後
の
対
応

「
主
要
農
作
物
種
子
法
」
廃
止

後
の
対
応
と
し
て
、
農
家
が
安

心
し
て
生
産
を
続
け
る
た
め
に
、
種
子

条
例
の
制
定
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
県
の
考
え
を
伺
う
。

主
要
農
作
物
に
関
す
る
優
良
な

種
子
の
安
定
生
産
と
普
及
は
、

担
い
手
が
安
心
し
て
農
業
経
営
を
継
続

し
て
い
く
た
め
の
基
盤
と
な
る
も
の
で

県
民
ク
ラ
ブ

羽は　

野の　

武た
け　

男お  

議
員

問答

を
体
感
す
る
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
。

　

さ
ら
に
、
関
係
人
口
の
創
出
と
定
着

に
も
力
を
入
れ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
皆
さ
ん
に
任
期
後
も
大
分
で
活
躍
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
年
度
か
ら
相
談

体
制
を
強
化
し
た
。

　

今
後
と
も
市
町
村
と
一
体
と
な
っ
て

移
住
受
入
体
制
を
強
化
し
、
現
状
１
，

１
２
８
人
の
移
住
者
数
を
倍
増
で
き
る

よ
う
取
組
を
進
め
て
い
く
。

　
❖
豪
雨
災
害
対
策

❖ 

国
内
観
光
客
の
誘
致 

ほ
か

豪
雨
災
害
対
策

豪
雨
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、

河
川
の
整
備
を
は
じ
め
と
し
た

治
水
対
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
知
事

の
考
え
を
伺
う
。

今
後
の
治
水
対
策
の
あ
り
方
に

係
る
国
の
議
論
を
注
視
し
つ

つ
、
県
で
も
、
近
年
の
豪
雨
を
踏
ま
え

た
新
た
な
総
合
治
水
対
策
プ
ラ
ン
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

既
に
、
各
地
域
に
お
け
る
降
雨
特
性

や
地
域
特
性
の
見
直
し
に
着
手
し
て
お

り
、
こ
れ
を
基
に
河
川
の
流
量
を
算
定

し
、
洪
水
氾
濫
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
河
川
改
修
や
ダ
ム
・
調
整
池
の
整

備
、
流
木
対
策
等
の
ハ
ー
ド
対
策
を
流

自
由
民
主
党

太お
お　

田た　

正ま
さ　

美み  

議
員

問答
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き
る
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、
日
本
型

直
接
支
払
制
度
等
を
活
用
し
、
農
地
の

維
持
・
管
理
に
向
け
た
共
同
活
動
等
を

支
援
す
る
。
ま
た
、
地
域
の
生
産
活
動

を
支
え
、
収
入
を
生
み
出
す
直
売
所
の

更
な
る
活
性
化
の
た
め
、
品
揃
え
の
充

実
や
集
客
活
動
を
支
援
す
る
。

　

引
き
続
き
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成

か
ら
生
産
基
盤
の
整
備
、
国
内
外
の
流

通
対
策
、
元
気
で
豊
か
な
農
山
漁
村
づ

く
り
ま
で
を
全
体
と
し
て
見
通
し
な
が

ら
、
農
業
の
構
造
改
革
を
加
速
す
る
。

　
❖
世
界
農
業
遺
産

❖
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会 

ほ
か

世
界
農
業
遺
産

地
域
へ
の
経
済
効
果
、
農
林
水

産
物
の
価
値
の
向
上
等
の
課
題

解
決
に
向
け
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
、
県
の
見
解
を

伺
う
。

世
界
農
業
遺
産
に
つ
い
て
は
、

「
地
域
の
営
み
の
次
世
代
へ
の

継
承
」
と
「
地
域
の
元
気
づ
く
り
」
の

２
つ
を
柱
に
取
組
を
進
め
て
お
り
、
地

域
住
民
の
主
体
的
な
活
動
も
根
付
い
て

き
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
も
踏
ま
え
、
世
界

農
業
遺
産
を
活
用
し
た
更
な
る
地
域
活

自
由
民
主
党

木き　

付づ
き　

親し
ん　

次じ  

議
員

問答

❖
大
分
県
農
業
の
目
指
す
将
来
の
姿

❖
大
分
市
東
部
地
域
の
交
通 

ほ
か

大
分
県
農
業
の
目
指
す
将
来
の
姿

本
県
農
業
の
目
指
す
将
来
の
姿

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
構
想
を

持
っ
て
い
る
の
か
、
知
事
の
見
解
を
伺

う
。

農
地
を
あ
る
べ
き
姿
で
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
大
規
模
経

営
体
や
集
落
営
農
法
人
な
ど
へ
の
集

積
・
集
約
化
を
加
速
し
、
こ
う
し
た
担

い
手
が
地
域
や
産
地
を
牽
引
し
て
い
く

体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
変
重

要
で
あ
る
。
そ
の
設
計
図
と
な
る
の
が

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
で
あ
り
、
今
後

は
こ
う
し
た
プ
ラ
ン
の
「
実
質
化
」
に

向
け
た
取
組
を
、
市
町
村
と
連
携
し
な

が
ら
支
援
し
て
い
く
。

　

加
え
て
、農
地
を
守
っ
て
い
く
上
で
、

魅
力
あ
る
儲
か
る
農
業
を
実
現
し
、
本

県
農
業
を
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

も
の
と
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
り
、
水

田
の
畑
地
化
等
に
よ
る
高
収
益
な
園
芸

品
目
を
導
入
し
、
令
和
10
年
度
の
１
，

５
０
０
ｈ
ａ
を
目
標
に
、
畑
地
化
を
推

進
す
る
。

　

ま
た
、
中
山
間
地
域
な
ど
条
件
不
利

地
に
お
い
て
も
、
地
域
住
民
が
生
き
生

き
と
生
産
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

問答

療
相
談
窓
口
に
、
緊
急
な
受
診
の
必
要

性
の
判
断
と
受
入
先
の
病
院
を
調
整
す

る
機
能
を
付
加
し
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
対
応
す
る
。

　

第
二
に
、
民
間
病
院
に
よ
る
輪
番
制

の
機
能
拡
大
で
あ
る
。
措
置
入
院
に
加

え
、
本
人
等
の
希
望
に
よ
り
、
緊
急
的

な
対
応
が
必
要
な
患
者
に
つ
い
て
も
、

民
間
病
院
と
県
立
病
院
が
分
担
し
て
受

け
入
れ
る
。

　

第
三
に
、
身
体
合
併
症
患
者
に
対
す

る
医
療
体
制
の
強
化
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
対
応
し
て
き
た
大
分
大
学
医
学
部
附

属
病
院
に
、
県
立
病
院
を
加
え
た
２
病

院
体
制
に
充
実
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
精
神
科
救
急
情
報
セ

ン
タ
ー
が
緊
急
の
受
診
が
必
要
か
ど
う

か
の
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
い
、
受
診
が
必

要
な
場
合
は
民
間
病
院
や
大
学
病
院

と
、
県
立
病
院
と
が
協
力
し
て
患
者
を

受
け
入
れ
る
仕
組
み
が
で
き
た
。

　

現
在
、
県
立
病
院
で
急
性
期
治
療
が

終
了
し
た
患
者
を
、
ど
の
民
間
医
療
機

関
で
受
入
れ
る
か
な
ど
の
ル
ー
ル
づ
く

り
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
県
立
病
院
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー
が
そ
の
役
割
を
十
分
果
た
せ
る
よ

う
に
し
っ
か
り
と
し
た
体
制
で
取
り
組

ん
で
い
く
。　

大
分
県
の
食
料
・
農
業
・
農
村
を
守
る
会

後ご　

藤と
う　

慎し
ん

太た

郎ろ
う  

議
員

あ
る
。

　

そ
こ
で
、
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
配

達
中
な
ど
に
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る

「
な
が
ら
見
守
り
」
の
普
及
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る

目
を
増
や
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
声
を
か
け

あ
い
、
情
報
を
共
有
す
る
取
組
を
進

め
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
に
取
り

組
む
。

　
❖
精
神
科
救
急
医
療
体
制

❖
障
が
い
者
の
就
労
対
策 

ほ
か

精
神
科
救
急
医
療
体
制

本
県
に
お
け
る
精
神
科
救
急
医

療
体
制
を
今
後
ど
の
よ
う
に
構

築
し
て
い
く
の
か
、
知
事
の
見
解
を
伺

う
。

現
在
、
来
年
秋
の
県
立
病
院
精

神
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向

け
て
、病
院
局
や
県
立
病
院
を
中
心
に
、

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
や
建
設
工
事
な
ど
を

進
め
て
い
る
。

　

適
切
な
精
神
科
救
急
医
療
体
制
の
確

保
に
向
け
て
は
、
本
年
７
月
に
、
医
療

機
関
等
関
係
者
か
ら
な
る
検
討
会
で
次

の
３
点
に
つ
い
て
合
意
を
得
た
。

　

第
一
に
、
精
神
科
救
急
情
報
セ
ン

タ
ー
の
開
設
で
あ
る
。
現
在
の
精
神
医

自
由
民
主
党

土ど　

居い　

昌ま
さ　

弘ひ
ろ  

議
員

問答
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用
と
販
売
促
進
に
向
け
、
新
た
な
認
証

品
の
検
討
や
商
品
開
発
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
、
九
州
内
の
認
定
地
域
と
の
共
同
事

業
等
に
も
取
り
組
む
。

　

今
後
も
、
市
町
村
等
と
と
も
に
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
施
を
通
じ
、
地
域

の
元
気
づ
く
り
を
図
る
。

●
意
見
書
（
６
件
）

▽ 

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す

る
意
見
書

▽ 

私
学
助
成
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
強

化
を
求
め
る
意
見
書 

ほ
か

●
予
算
関
係
（
１
件
）

▽ 

令
和
元
年
度
大
分
県
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

●
条
例
関
係
（
５
件
）

▽ 

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

▽ 

大
分
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

ほ
か

●
人
事
関
係
（
１
件
）

▽ 

土
地
利
用
審
査
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

●
そ
の
他
（
４
件
）

▽ 

市
の
境
界
変
更
に
つ
い
て 

ほ
か

可
決
さ
れ
た
議
案
（
議
員
提
出
）

可
決
・
同
意
さ
れ
た
議
案
（
知
事
提
出
）

性
化
を
図
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
新
た

な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
よ
り
取
組
を

進
め
て
い
る
。

　

地
域
へ
の
経
済
効
果
で
は
、
交
流
人

口
拡
大
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
昨
年
度

の
農
泊
者
は
１
５
，
４
８
１
人
と
認
定

前
と
比
べ
約
２
千
人
増
加
し
た
。今
後
、

更
な
る
拡
大
を
図
る
た
め
、
椎
茸
の
駒

打
ち
や
七し

ち
と
う
い

島
藺
の
工
芸
品
制
作
等
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
世
界
農
業
遺
産
の
学

習
と
農
泊
を
組
み
合
わ
せ
た
教
育
旅
行

等
の
企
画
を
旅
行
会
社
に
売
り
込
む
。

　

農
林
水
産
物
の
価
値
向
上
で
は
、
認

証
品
の
米
は
当
初
の
約
10
倍
、
乾
椎
茸

は
約
12
倍
に
販
売
量
が
拡
大
し
、
世
界

農
業
遺
産
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
進
ん
で
き

た
。
今
年
度
は
、
一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
活

県議会を傍聴しませんか？

▼本会議場で

　本会議や委員会の傍聴をご希望の方は、日程を確認のうえ、

会議当日、議会棟１階の傍聴受付までお越しください。先着

順で傍聴券を交付します。

　本会議場での傍聴については、盲導犬等の同伴ができます。

　手話通訳又は要約筆記を希望される方は本会議の前日まで

に、赤外線補聴装置やシルエットインダクター（磁気誘導ルー

プ）の貸し出しを希望される方は当日受付でお申し出ください。

　傍聴席数は、本会議が一般席 147 席、車いす使用者席４席、

委員会が各委員会室 10 席です。

 【お問い合わせ】議会事務局議事課  TEL 097-506-5022

▼ホームページで

　  県議会ホームページで本会議の生中継・録画中継がご覧になれます。

http://www.oita-pref.stream.jfit.co.jp/

▼ケーブルテレビで

　 次のケーブルテレビ局で本会議中継を⾏っています。

　・⼤分ケーブルテレコム・⼤分ケーブルネットワーク・ＣＴＢメディア・ＫＣＶコミュニケーションズ

　※放送時間は各局にご確認ください。

七島藺工芸品（国東市）

＼詳しくはこちらから／
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常任委員会

委員会の活動状況

総務企画委員会

商工観光労働企業委員会

土木建築委員会

福祉保健生活環境委員会

農林水産委員会

文教警察委員会

⃝委員会の開催状況

　９月 30 日に委員会を開催。付託を受けた議案４件、請
願１件について審査を⾏いました。

（付託を受けた議案等）
・令和元年度⼤分県一般会計補正予算（第 2 号）
・市の境界変更について ほか

⃝県外所管事務調査

　９月２日から４日にかけて
実施しました。
　津エアポートライン株式会
社では、高速船の運営状況や、
中部国際空港への海上アクセ
スについて調査しました。

⃝委員会の開催状況

　９月 27 日に委員会を開催。付託を受けた議案１件につ
いて審査を⾏いました。

（付託を受けた議案）
・令和元年度⼤分県一般会計補正予算（第 2 号）

⃝県外所管事務調査

　９月 11 日から 13 日にかけ
て実施しました。
　株式会社箔一では、伝統工
芸「金箔」を利用した取組に
ついて調査しました。

⃝委員会の開催状況

　９月 30 日に委員会を開催。付託を受けた議案５件につ
いて審査を⾏いました。

（付託を受けた議案）
・令和元年度⼤分県一般会計補正予算（第 2 号）
・工事請負契約の締結について　 ほか

⃝県外所管事務調査

　９月 11 日から 13 日にかけ
て実施しました。
　支笏洞爺国立公園内にある
豊平峡ダムでは、インフラス
トックを活用した地域振興に
ついて調査しました。

⃝委員会の開催状況

　９月 30 日に委員会を開催。付託を受けた議案２件、請
願１件について審査を⾏いました。

（付託を受けた議案等）
・⼤分県心身障害者扶養共済制度条例の一部改正について
 ほか

⃝県外所管事務調査

　９月 11 日から 13 日にかけ
て実施しました。
　ホームケアクリニック札幌
では、在宅緩和ケア（在宅ホ
スピス）等について調査しま
した。

⃝委員会の開催状況

　９月 30 日に委員会を開催。『九州農業白書』について参
考人から意見聴取を⾏った後、付託を受けた議案１件につ
いて審査を⾏いました。

（付託を受けた議案）
・令和元年度⼤分県一般会計補正予算（第 2 号）

⃝県外所管事務調査

　９月２日から４日にかけて
実施しました。
　 花きの園芸メガ団地では、
園芸品目の生産拡⼤、経営の担
い手育成など、園芸メガ団地の
整備について調査しました。

⃝委員会の開催状況

　９月 30 日に委員会を開催。⼤分県長期教育計画の変更
等について、執⾏部から報告を受けました。

⃝県外所管事務調査

　９月 11 日から 13 日にかけて実施しました。
　北海道立小樽水産高等学校
及び古平栽培漁業実習場では、
職業意識と自覚を涵養する水
産業の専門教育についてや、
栽培漁業科の実習内容につい
て調査しました。

津エアポートライン株式会社

株式会社箔一

豊平峡ダム

ホームケアクリニック札幌

花きの園芸メガ団地

小樽水産高等学校



8

Kengikai Oita   No.116

議員出前講座を開催しました！

　県議会では、県内の小中高校や⼤学に出向き、議員が講師となって、県議会の仕組みや役割、議会の最近の話題

などを説明する議員出前講座を⾏っています。

　今回は９月 11 日に由布市立湯布院中学校の３年生 56 名、10 月 11

日に看護科学⼤学４年生 77 名を対象として開催しました。

　湯布院中学校では麻生栄作議長と二ノ宮健治議員が講師を務め、県

議会の仕組みや役割、請願・陳情の流れ、選挙権の⾏使等について説

明しました。生徒たちは真剣な表情で議員の話を聞き、「政治や由布

市についてもっと知りたくなった」「18 歳になったら必ず投票に⾏き、

⼤分県がもっといい県になるようにしたい」といった感想が寄せられ

ました。

　土居昌弘副議長と猿渡久子議員が講師を務めた看護科学⼤学では、

身近な県政の課題として、医療的ケア児（NICU 等に長期入院した後、

引き続き経管栄養などの医療的ケアが必要な子ども）や待機児童への

支援など、学生にも関係するテーマを紹介しました。学生たちからは、

医療的ケア児の連絡体制の構築についてなど県政課題に関すること

や、議員になったきっかけ、県民の声を聞く方法についてなど多くの

質問が上がり、両議員は「⼤分県をより良くするために、若い皆さん

の声を積極的に上げてほしい」と述べました。

出前講座は申し込み制となっています。開催希望の方は下記の連絡先へお申し込みください。

　議会事務局政策調査課　TEL:097-506-5035

県議会の仕組みと役割
○県議会の仕組み
▪定例会

　「定例会」は年４回と決められており、毎年、おおむね２月・６月・９月・11 月に開かれます。

▪本会議

　議員全員で⾏う本会議では、知事の説明、議員の知事に対する質問・質疑、討論、採決などが⾏われます。

▪委員会

　本会議に提案された議案等を分担し、専門的、効率的に調べるための常任委員会、議会運営委員会、特別委員会

がおかれています。

○県議会の役割
　県議会では 18 歳以上の有権者に選挙で選ばれた議員が、

県政の推進について重要なことを決定しています。

　県民は県議会に対し意見を出し、また、選挙で議員や知事

を選びます。

　知事は県議会に対して県政の内容や予算・条例等について

提案し、その提案を受けて県議会が協議します。議会で決定

した方針に沿い、道路や学校の建設、医療・福祉の向上など

県政が実⾏されます。

　このように県議会は議決機関として、知事は執⾏機関とし

て、それぞれの役割を果たしながら協力して⼤分県の発展に

努めています。 広瀬知事議 会

県 民

知って
 いますか？
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おんせん県議会若者DAYを開催しました！

　県内の⼤学・短⼤生を対象に、政治・選挙への関心を高め、県議会への理解を深めるこ

とで、各種選挙への積極的参加を促そうと、意見交換会「おんせん県議会若者 DAY」を

開催しています。

　本年度は第３回定例会会期中の９月 25 日に開催しました。学生 26 人が参加し、全体会

のあと４つのグループに分かれて、議員とテーマに沿った意見交換を⾏いました。

　人口減少の続く本県では、特にその社会増に向けて、若者への取組が重要な課

題となっています。

　企業誘致の促進や、アバター、ドローンなどの先端技術産業の創出により魅力

ある仕事づくりを⾏い、転出の多い福岡県に若者の交流拠点を整備することで

UIJ ターンの促進を図るなど、様々な取組を⾏っています。

　意見交換会では、将来⼤分県内で就職したいか、就職する際に重視することは

何かなど、当事者としての貴重な意見を聞くことができました。

　女性が生き生きと働ける社会に向けては、働いている・これから働きたい女性

への支援や、仕事と家庭を両立できる環境づくりへの取組が⼤切です。

　本県でも、フレックスタイムの導入や事業所内保育施設の設置、在宅ワーカー

の養成と企業とのマッチング、男性も育児・介護等に参画しやすい環境づくりなど、

様々な取組を県内企業に働きかけています。

・日頃からもう少し⼤分について考えてみようと思った。

・議員の話から、⼤分県がピンチと言うことを知り、⼤好きな⼤分での地元就職を考えてみようと思った。

・これからの⼤分の未来、方向性について中身の深い意見交換ができ、より⼤分に関心をもつことができた。

・ 自分が日頃政治やニュースを見て考えること、⼤学で習ったことを踏まえて、議員の前で発言できるこの会は

とても有意義だった。⼤分は素晴らしいところだと私も広げていけたらと感じた。

・意外と自由なことを言えたので、県議会だと緊張するからいやだという人にも参加してみてほしい。

テーマ①若者の県内就職の促進について

テーマ②女性の活躍推進について

第１グループ

第 3 グループ

第２グループ

第 4 グループ

参加学生からの意見

・⼤分はひとがあたたかく、魅力もあって、ずっと住みたいと思う。

・希望する職種によっては都会の方が環境や条件が良く、県外に出ざるを得ない。

・ 都会には最先端のものがそろっている。⼤分にもそういったものを取り入

れれば若者の流出も減るのでは。

参加学生からの意見

・ 女性だけが育休を取れても、頼れる家族などがいなければ悩みを抱え込んで

しまう。女性も男性も育休を取りやすい環境をつくってほしい。

・女性でもできる仕事をできないと決めつけず、男性と同じ目線で考えてほしい。

・ 転職がもっと活発であったり、雇用形態が違っていれば、もっと産休・育休

を取りやすい環境になるのではないか。

おんせん県議会

若者DAYって何？

学生の声
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《 
第
８
回
大
分
県
議
会
政
策
勉
強
会 

》

　

第
３
回
定
例
会
開
会
日
の
９
月
17

日
、
杵
築
市
医
療
介
護
連
携
課
の
岡
江

晃
児
⽒
を
講
師
に
招
い
て
「
終
活
・
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
と
お
し
て
〜
県

民
が
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
輝
く
た
め

に
〜
」
と
題
し
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

岡
江
⽒
は
大
分
医
療
セ
ン
タ
ー
に
初

代
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
入
職

後
、
地
域
医
療
連
携
室
を
立
ち
上
げ
、

大
分
市
東
部
地
区
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
現
在
は
行

政
の
立
場
か
ら
地
域
・
⽂
化
づ
く
り
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
講
演

で
は
、
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医

療
・
ケ
ア
の
方
針
に
つ
い
て
、
万
が
一

の
と
き
に
備
え
て
自
分
自
身
で
考
え
た

り
、
信
頼
す
る
人
た
ち
と
話
し
合
っ
て

お
く
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、
大
変
参
考

に
な
る
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《 

議
場
コ
ン
サ
ー
ト 

》

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
TM

日
本
大
会
の
大
分
開
催
に
向
け
た
機
運

醸
成
を
図
る
た
め
、
本
会
議
閉
会
後
の

議
場
に
お
い
て
、
県
立
芸
術
⽂
化
短
期

大
学
の
学
生
に
よ
る
弦
楽
器
合
奏
（
ス

ト
リ
ン
グ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
公
式
ソ
ン
グ
﹃
Ｗ

ｏ
ｒ
ｌ
ｄ 

ｉ
ｎ 

Ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ
﹄
な
ど
、

計
５
曲
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
議
員
や

執
行
部
、
傍
聴
に
来
ら
れ
た
方
な
ど
か

ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

《 
議
会
ロ
ビ
ー
へ
の
作
品
展
示 

》

　

議
会
ロ
ビ
ー
（
県
庁
舎
新
館
１
階
）

に
て
「
県
民
の
森
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

入
賞
作
品
を
10
月
17
日
ま
で
展
⽰
し
ま

し
た
。

ト

ピ

ッ

ク

ス

議
会
ロ
ビ
ー
へ
の
作
品
展
⽰
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
総
務
課
ま
で
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
７
（
５
０
６
）
５
０
１
９

点字版・音読版「県議会おおいた」
のご案内

本紙の点字版・音読版を作成・配付しています。

詳しくは議会事務局政策調査課まで。

［編集］大分県議会事務局　大分市大手町３丁目１‒1　TEL097‒506‒5035（ダイヤルイン）　FAX097‒506‒1785
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県議会ホームページでは
本会議の生中継、録画中継、会議録や議会の日程、質問項目、議会の
仕組みと役割など、様々な情報を掲載しています。ぜひ、ご覧ください。

お問い合わせは県議会事務局まで
【総　務　課】
　　　議会庶務、情報公開など　　　 TEL 097-506-5019

【議　事　課】
　　　本会議、常任委員会、傍聴など　 TEL 097-506-5022

【政策調査課】
　　　調査業務、議会広報など　　　 TEL 097-506-5035

https://www.pref.oita.jp/site/gikai/ 大分県議会 検　索

広報誌「県議会おおいた」は、⼤分県情報セン

ター、地区情報コーナー（各振興局）、県内各

市役所、町村役場、⼤分銀⾏県内各支店などに

配布しておりますので、ご利用ください。


